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主論文  

Dual role of basophils in the pathogenesis of bullous pemphigoid elucidated  

by pathological and ultrastructural studies 

（病理学的・電子顕微鏡学的研究によって明らかになった好塩基球の2面性は、水疱性類

天疱瘡の病態に深く関与する） 

(著者：木村良子、杉田和成、堀江享史、山元修） 

令和4年 European Journal of Dermatology  doi:10.1684/ejd.2022.4269 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は水疱性類天疱瘡患者の皮膚において、紅斑（炎症期）と水疱（炎症収束期）が

同時多発的にみられることに着目し、水疱性類天疱瘡の炎症の活性化と収束における、好

塩基球の役割を病理学的・電子顕微鏡学的に解析した。その結果、紅斑期のみ、好塩基球

数は好酸球数と正の相関がみられ、電子顕微鏡学的にも細胞間接着を確認した。水疱期で

は、好塩基球数が有意に増加し、好塩基球とM2マクロファージの細胞間接着が紅斑期に比

べて多く見られた。本研究は、好塩基球が好酸球やM2マクロファージとの細胞間接着を介

して、水疱性類天疱瘡の炎症の活性化と収束に関与していることを示し、明らかに学術水

準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


